
軽運動で健康づくりを
いきいきスポーツ大学

　町体育協会（近藤豊美彦会長）主催のいきいきスポーツ
大学は12月４日、社会体育館で行われ、参加した27人が
シャッフルゴルフや囲碁ボールなどのニュースポーツで汗
を流しました。
　このスポーツ大学は、日頃の運動不足の解消と、スポー
ツを楽しみながら仲間の輪を広げようと、４月から11月
までは隔週開催、運動する機会が減る12月から３月まで
は毎週開催されています。
　大平みよ子さん（65歳、江刈馬渕）は「とても楽しい。
畑仕事が始まる３月まで毎回参加します。100円バスで手
軽に参加できるのもいいですね」と笑顔を見せました。
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２チームに分かれて囲碁ボールに挑戦する参加者。碁
盤に見立てた専用マットと白黒のボール、ゲートボー
ル用スティックを用いて五目並べで競います

一足早いクリスマスプレゼントをもらい、葛高生サン
タと記念撮影する江刈保育園の園児ら

サンタさ　
んがやって来た

葛高生が保育園を訪問
　葛巻高校(梅津久仁宏校長、生徒122人)の生徒会執行部
と家庭クラブ委員は12月15日、町内全ての保育園と児童館
を訪問し、少し早いクリスマスプレゼントを届け、絵本の
読み聞かせなどをしながら、子どもたちとふれあいました。
　江刈保育園（深澤口久美子園長、園児20人）には、三
澤遼さん（２年）、丸山和樹さん（１年）、千葉くるみさん（１
年）の３人がサンタとトナカイの格好で訪問。園児一人一
人にお菓子のプレゼントを手渡し、一緒に「あわてんぼう
のサンタクロース」を歌ったりしながら楽しいひとときを
過ごしました。千葉さんは「子どもたちが、とってもかわ
いい。喜んでもらえてうれしかった」と笑顔を見せました。

人口減対策の方策探る
自治会役員ら町内研修

　町自治会連合会（森信夫会長、会員34人）と協働のま
ちづくり推進協議会（鷲塚勝治会長、委員９人）の研修講
演会は12月17日、グリーンテージで行われ、自治会長や
協働のまちづくり推進委員など約60人が参加し、人口減
少対策について方策を探りました。
　岩手大学農学部の広田純一教授が「人口減少社会におけ
る地域の活性化について」と題して講話。広田さんは、人
口減少対策として、高卒世代の流出抑制、若者と中高年の
Ｕターン促進、仕事づくりなどを挙げ、「ないものねだり
せず、地域にあるもので勝負。生き残りに向けて腹をくくっ
てやるしかない」と熱く語りました。

源流太鼓の会ジュニア
東北コンクールに出場

　第３回東北太鼓ジュニアコンクール（東北太鼓連盟主催）
は12月７日、八戸市公会堂で行われ、東北６県から予選
を勝ち抜いた17団体が出場。会場には約1,000人の観客
が詰め掛け、熱気にあふれました。
　岩手県からは６団体、このうちの１団体として、馬淵川
源流太鼓の会ジュニアが出場。元気いっぱいの掛け声と躍
動感あふれる「源流まつり太鼓」を披露し、会場から歓声
と拍手が沸き起こりました。
　リーダーの上野美

み

寿
す

々
ず

さん（葛巻高２年）は「入賞でき
ませんでしたが、とても勉強になった。来年は全国大会に
出場できるよう練習に励みたい」と決意を新たにしました。

野田村の仮設住宅の住民を肩たたきでもてなす小屋
瀬小の児童。楽しい時間に会話が弾みました

婚活のあり方学ぶ講演
農業委員や相談員参加

　野田村の仮設住宅の住民ら14人は12月19日、小屋瀬小
学校（高橋康子校長、児童24人）を訪問。一緒に給食を
食べ交流を深めたほか、児童による合唱や劇、踊りの披露、
肩たたきやマッサージでふれあいを楽しみました。
　同校は３年前から復興教育の一環で同村を訪れています
が、同村の住民が来校するのは今回が初めて。お互いの再
会を友達のように喜び合う姿が見られました。
　土谷佳

よ

大
お

君（２年）は「楽しく交流でき、喜んでもらえ
て良かった」と笑顔を見せ、小野寺ちとせさん（66）は「こ
ういう機会を設けていただき本当にうれしい。子どもたち
と再会でき、たくさん元気をもらった」と感謝しました。

笑顔があふれる交流会
小屋瀬小と仮設住民ら

　町農業後継者等パートナー事業協議会（鈴木努会長、会
員33人）主催の講演会は12月２日、グリーンテージで行
われ、町の農業委員やお節介さん（結婚相談員）など関係
者35人が参加し、地域における婚活のあり方を学びました。
　NPO法人全国地域結婚支援センター（東京都）の板本
洋子代表が「地域の若者支援としての婚活のあり方を考え
る」と題して講話。板本さんは、雇用不安など未婚の背景
にある社会的課題を説明したほか「今後の出会いイベント
には成婚以外に町のＰＲなど副次的成果も求めましょう」
などとアドバイス。「多様な社会の中で、結婚するまで応援、
結婚後も応援する社会を作りましょう」と提言しました。

人口減少対策について熱く語る講師の広田教授㊤と熱
心に耳を傾ける参加者

豊富な経験を基に婚活支援について講話する板本さん

演奏を終え、充実感たっぷりの馬淵川源流太鼓の会
ジュニアのメンバー（会場の八戸市公会堂前にて）

碁ボ 挑戦す 参加者 碁 足早いクリス スプレゼントをもらい 葛高生サン


